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平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
起
因
す
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
は
、
大
量

の
人
工
放
射
性
物
質
が
自
然
環
境
に
放

出
さ
れ
た
。
複
数
の
原
子
炉
が
同
時
に

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
、
事
故
発
生

か
ら
１
年
以
上
経
過
す
る
現
在
も
放
射

性
物
質
が
継
続
的
に
自
然
環
境
に
放
出

さ
れ
て
い
る
⑴

。
こ
の
２
点
を
勘
案
す

る
と
、
福
島
第
一
原
発
事
故
は
人
類
が

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
領
域

の
原
子
力
災
害
で
あ
り
、
今
後
数
十
年

に
わ
た
り
東
日
本
に
お
け
る
環
境
中
の

放
射
能
・
放
射
線
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
測
定
が
、
国
、
自
治
体
、
関
連

分
野
研
究
者
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。

　

福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉
に
由
来
す

る
放
射
性
物
質
は
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
と

し
て
地
表
に
降
下
・
沈
積
し
、
そ
の
影

響
は
当
初
の
予
想
よ
り
広
範
囲
に
わ
た

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
文
部
科
学
省

が
実
施
し
た
航
空
機
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
⑵

。
特
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
よ
る
高
線
量
区
域
が
、
福
島
県
内
の

み
な
ら
ず
首
都
圏
に
ま
で
及
ん
で
い
る

こ
と
は
⑶

、
史
上
初
の
ア
ー
バ
ン
・
コ
ン

タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
放
射
能
都
市
汚
染
）

と
し
て
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
⑷

。

都
市
部
へ
の
放
射
性
物
質
の
到
達
は
、

群
馬
県
高
崎
市
の
包
括
的
核
実
験
禁
止

条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
観
測
所
⑸

や
、
新
宿

区
の
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
―
⑹

に
て
克
明
に
記
録
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
平
成
23
年
３
月
以
降
に

東
日
本
各
地
の
土
壌
か
ら
検
出
が
報
告

さ
れ
て
い
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
つ

き
、
筆
者
に
よ
る
放
射
能
測
定
デ
ー
タ

を
併
せ
て
示
し
、
そ
の
移
動
・
集
積
に

つ
き
考
察
す
る
。
ま
た
、
ガ
ン
マ
線
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
を
用
い
た
放
射
能

測
定
や
デ
ー
タ
解
釈
に
お
け
る
留
意
点

に
つ
き
、
例
を
挙
げ
議
論
す
る
。

　

関
東
・
東
北
の
広
範
囲
に
わ
た
る
地

域
に
て
平
成
23
年
３
月
以
降
に
降
下
・

沈
積
し
た
原
子
炉
由
来
の
人
工
放
射
性

物
質
は
、
当
該
地
域
の
空
間
線
量
上
昇

に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
ず
、
土
壌
―
水

―
植
物
―
動
物
の
自
然
循
環
に
取
り
込

ま
れ
て
い
る
。
現
在
こ
れ
ら
地
域
の
空

間
線
量
率
が
自
然
放
射
能
レ
ベ
ル
よ
り

高
い
⑹

要
因
は
、
様
々
な
人
工
放
射
性

同
位
核
種
の
中
で
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
（
Cs

−

１
３
７
、
Cs

−

１
３
４
）
が

環
境
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
依
る
。

　

セ
シ
ウ
ム
は
周
期
表
に
お
い
て
第
一

族
に
属
す
る
ア
ル
カ
リ
金
属
元
素
で
あ

り
、
水
溶
液
中
で
は
１
価
の
陽
イ
オ
ン

と
し
て
カ
リ
ウ
ム
と
類
似
し
た
挙
動
を

示
す
。
土
壌
中
で
は
粘
土
鉱
物
の
負
電

荷
を
持
つ
珪
酸
塩
シ
ー
ト
に
カ
リ
ウ
ム

と
同
様
に
固
定
さ
れ
、
更
に
は
表
面
積

が
大
き
い
有
機
物
に
固
定
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
平
成
23
年
３
月

以
降
の
東
日
本
で
は
、
有
機
質
の
細
粒

土
壌
や
泥
か
ら
は
、
特
に
高
い
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
検
出

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
地
表
に
沈
着
し
た
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
、
シ
ル
ト
サ
イ
ズ
の
泥
粒
子

や
粘
土
鉱
物
、
有
機
物
と
と
も
に
風
雨

に
よ
り
移
動
・
集
積
し
、
首
都
圏
に
お

い
て
も
路
上
の
吹
き
溜
ま
り
、
流
水
が

集
ま
る
雨
樋
下
や
排
水
溝
、
更
に
は
河

川
・
湖
沼
に
お
い
て
局
所
的
に
濃
縮
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
⑺

。
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
表
層
に
お
け
る
挙
動
は
ま
さ
に

火
山
灰
の
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
地
質

学
、
堆
積
学
の
研
究
分
野
で
あ
る
。

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動
・
集
積
を

示
す
例
と
し
て
、
筆
者
が
横
浜
市
内
で

採
集
し
た
土
壌
検
体
の
ガ
ン
マ
線
測
定

結
果
を
紹
介
す
る
。
図
１
Ａ
に
示
す
ガ

ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
平
成
23
年
９

月
の
採
集
時
に
お
い
て
、
平
成
23
年
３

月
以
降
撹
拌
さ
れ
て
い
な
い
土
壌
の
表

 
ヨ
ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
を

 
用
い
た
土
壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
測
定

日
本
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

理
学
博
士

S
PECIALは

じ
め
に

圓
入 

敦
仁

S
PECIAL放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動
・

集
積

SPECIALガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー

タ
ー
を
用
い
た
土
壌
の
放
射

能
測
定
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層
３
㎝
か
ら
採
集
し
た
検
体
を
測
定
し

た
も
の
（
検
体
Ａ
）
で
あ
る
。
図
１
Ｂ

に
示
す
検
体
Ｂ
は
、
同
日
に
検
体
Ａ
採

集
地
点
か
ら
約
40
ｍ
離
れ
た
道
路
脇
の

窪
み
に
集
積
し
た
砂
泥
で
あ
る
。
検
体

の
放
射
能
測
定
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

王
国
ガ
ン
マ
デ
ー
タ
社
製
ヨ
ウ
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
Ｎ
ａ
ｌ
（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ

ョ
ン
検
出
器
ガ
ン
マ
線
測
定
装
置
の
Ｇ

Ｄ
Ｍ

−

20
（
図
２
）
を
使
用
し
た
。

　

採
集
地
点
の
条
件
が
異
な
る
上
記
２

検
体
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
合
計
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
半
減
期
を
考
慮
し
平

成
23
年
４
月
１
日
の
値
に
換
算
す
る

と
、
検
体
Ａ
が
乾
燥
重
量
１
㎏
あ
た
り

１
、１
９
０
ベ
ク
レ
ル
、
検
体
Ｂ
が

２
０
、１
５
０
ベ
ク
レ
ル
と
、
撹
拌
さ

れ
て
い
な
い
土
壌
表
層
の
検
体
Ａ
よ
り

も
、
風
雨
に
よ
り
移
動
・
集
積
し
た
砂

泥
の
検
体
Ｂ
の
カ
ウ
ン
ト
が
高
く
、
一

桁
高
い
測
定
値
を
示
す
。
検
体
Ｂ
の
ス

ペ
ク
ト
ル
は
検
体
Ａ
に
比
べ
て
ス
ム
ー

ズ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
検
体
Ｂ
に
含
ま

れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
検
体
の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト

ル
に
は
、
福
島
第
一
原
発
に
由
来
す
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
比
に
特
徴
的
な
３
つ

の
光
子
ピ
ー
ク
（
Cs

−
１
３
７
、
の
６

６
２
ｋ
ｅ
Ｖ
、
Cs

−
１
３
４
の
６
０
５

ｋ
ｅ
Ｖ
、
７
９
６
ｋ
ｅ
Ｖ
）
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
高
い
土
壌
検
体

の
場
合
、
コ
ン
プ
ト
ン
散
乱
に
よ
る
カ

ウ
ン
ト
上
昇
の
た
め
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
か
ら
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

側
に
通
常
見
ら
れ
る
天
然
の
放
射
性
同

位
核
種
に
よ
る
ピ
ー
ク
が
目
立
た
な
く

な
る
。

　

こ
こ
で
自
然
界
に
み
ら
れ
る
放
射
能

と
し
て
、
ウ
ラ
ン
系
列
（
ラ
ジ
ウ
ム
系

列
）
及
び
ト
リ
ウ
ム
系
列
の
放
射
性
崩

壊
に
よ
り
生
成
さ
れ
る
短
半
減
期
核
種

の
ビ
ス
マ
ス
（
Bi

−

２
１
４
）
及
び
鉛

（
Pb

−

２
１
４
、 

Pb

−

２
１
２
）
の
光

子
ピ
ー
ク
に
つ
き
、
Ｎ
ａ
ｌ
（
Tl
）
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
を
用
い
て
土

壌
を
測
定
し
た
場
合
の
例
を
示
す
。
図

３
に
示
す
検
体
Ｃ
の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク

ト
ル
は
、
平
成
22
年
に
国
内
に
て
採
取

さ
れ
た
砂
質
試
料
を
測
定
し
た
も
の

で
、
福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉
に
由
来

す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
含
ま
れ
な

い
。

　

図
３
に
示
す
よ
う
に
、
ガ
ン
マ
線
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
を
用
い
て
砕
屑
物

の
放
射
能
を
測
定
す
る
と
、
自
然
放
射

能
に
特
徴
的
な
複
数
の
光
子
ピ
ー
ク
が

見
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
ほ
う

か
ら
、239 keV

にPb-212

、295 
keV

, 352 keV

にPb-214

の
ピ
ー
ク

が
認
め
ら
れ
、
更
に
は609 keV

に

B
i-214

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
も
、

352 keV

のPb-214

はI-131

の365 
keV

の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
、609 keV

の

B
i-214

はC
s-134

の605 keV

の
ウ

ィ
ン
ド
ウ
に
近
く
、
Ｎ
ａ
ｌ
（
Tl
）
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ヨ
ウ
素
や
セ
シ
ウ
ム
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
自
然
放

射
性
同
位
核
種
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
を
、

人
工
放
射
性
同
位
核
種
で
あ
るI-131

やC
s-134

の
ピ
ー
ク
と
弁
別
す
る
こ

と
は
、
分
解
能
が
低
く
１
、０
２
４
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
波
高
分
析
器
と
Ｎ
ａ
ｌ

（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
を

用
い
た
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ

ー
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
た
ガ
ン
マ
線
測
定
で
は
、I-131

やC
s-134

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
凡

そ
数
10 

Bq
／
㎏
、
又
は
極
め
て
低
い

土
壌
検
体
に
お
い
て
は
、
そ
の
測
定
値

S
PECIAL自

然
放
射
能
の
影
響
と
ガ
ン

マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
の
評
価

図１ 横浜市内で採集した土壌試料の放射能測定スペクトル例

図２ ガンマデータ社 NaI（Tl）検出器
　　 ガンマ線スペクトロメーター GDM-20
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の
評
価
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
現

在
（
平
成
24
年
４
月
）
に
お
い
て
、
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
に
よ
る
土
壌

の
放
射
能
測
定
結
果
にI-131

の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
見
ら
れ
、
低
い
値
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
自
然
放
射
能
の
影
響
に
よ
る
可

能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
放
射
能
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

ス
ペ
ク
ト
ル
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り

誤
判
定
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
島
第
一

原
発
に
由
来
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
、
３
つ
の
特
徴
的
な
光
子
ピ
ー
ク
を

示
す
。
一
方
、
自
然
放
射
性
同
位
核
種

に
よ
る
光
子
ピ
ー
ク
が
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
場
合
、
セ

シ
ウ
ム
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
は
３
つ
の
ピ

ー
ク
が
現
れ
ず
、Cs-134
の605 keV

近
傍
にB

i-214

の
光
子
ピ
ー
ク609 

keV

が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
（
図
３
）。

こ
の
よ
う
に
ス
ペ
ク
ト
ル
を
目
視
す
る

こ
と
に
よ
り
、
測
定
デ
ー
タ
の
評
価
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
自
然

放
射
能
の
影
響
は
、
井
戸
水
、
一
部
地

域
の
原
乳
や
水
道
水
に
見
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
検
体
を
Ｎ
ａ
ｌ

（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
を

用
い
て
測
定
す
る
際
に
は
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
接
近
す
る
放

射
性
同
位
核
種
を
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト

ロ
メ
ー
タ
ー
に
て
明
確
に
弁
別
す
る
た

め
に
は
、
分
解
能
が
高
く
８
、１
９
２

〜
１
６
、３
８
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
波
高

分
析
器
を
用
い
た
高
純
度
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
半
導
体
（H

PG
e

）
検
出
器
に
よ
る

測
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
図
４
に
Ｎ
ａ

ｌ
（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

（
ガ
ン
マ
デ
ー
タ
社
製G

D
M

-20

）
及

び
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
検
出
器
（
ラ
ト
ビ
ア
共
和

国
Ｂ
Ｓ
Ｉ
社
製G

C
D

-60200

）
放
射

能
測
定
装
置
に
よ
る
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク

ト
ル
を
比
較
す
る
。
測
定
に
は
平
成
23

年
12
月
に
静
岡
市
内
に
て
土
壌
表
層
か

ら
採
集
し
た
検
体
を
用
い
た
（
検
体

Ｄ
）。
半
減
期
を
考
慮
し
測
定
結
果
を

平
成
23
年
４
月
１
日
の
値
に
換
算
す
る

と
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
合
計
は
乾
燥
質
量
１
㎏
あ
た
り
約

１
８
０
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
。

　

図
４
に
示
す
よ
う
に
、
Ｎ
ａ
ｌ

（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｈ
Ｐ
Ｇ

ｅ
の
両
検
出
器
に
よ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を

比
較
す
る
と
、
分
解
能
の
違
い
は
明
確

で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
で
は
、
上
に
述
べ

た609 keV

に
現
れ
るB

i-214 

（R
a-

226

）
の
光
子
ピ
ー
ク
は
、C

s-134

の

605 keV

に
重
な
る
こ
と
な
く
弁
別
さ

れ
る
。
更
に
は
、
Ｎ
ａ
ｌ
（
Tl
）
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
で
は
弁
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
イ
ー
ル
ド
が
低
い

C
s-134

の
光
子
ピ
ー
ク
が
Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ

検
出
器
で
は
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
Ｎ
ａ
ｌ

（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
の

性
能
が
劣
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
Ｎ
ａ
ｌ
（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
検
出
器
は
計
数
効
率
が
高
く
、

短
時
間
で
放
射
能
測
定
が
可
能
で
あ

り
、
更
に
はH

PG
e

検
出
器
に
比
べ

て
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
。

図
１
、
図
３
の
よ
う
な
鮮
明
な
ス
ペ
ク

ト
ル
を
取
得
で
き
る
高
性
能
の
Ｎ
ａ
ｌ

（
Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
ガ

ン
マ
線
測
定
装
置
（
図
２
）
で
あ
れ
ば
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

定
量
に
は
確
定
値
と
し
て
十
分
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
上
述
の
よ

う
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
１kg

あ
た
り
数
10
ベ
ク
レ
ル

以
下
の
土
壌
を
測
定
す
る
場
合
や
、
井

戸
水
等
の
測
定
で
自
然
放
射
性
同
位
元

素
を
明
確
に
弁
別
し
、
1
ベ
ク
レ
ル
以

下
の
レ
ベ
ル
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
定

量
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は

図３ 東日本大震災以前に採集した土壌試料のスペクトル例
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Ｈ
Ｐ
Ｇ
ｅ
検
出
器
の
導
入
が

不
可
欠
で
あ
り
、
測
定
目
的

に
あ
わ
せ
た
ガ
ン
マ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
の
選
択
が

必
要
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
平
成
23
年
３

月
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
関
東
・
東
北
の
広
範
囲

に
わ
た
る
地
表
に
降
下
・
沈

積
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

測
定
に
つ
き
、
実
際
の
土
壌

試
料
分
析
例
の
ス
ペ
ク
ト
ル

を
示
し
、
検
出
器
の
違
い
や

測
定
時
の
留
意
点
を
議
論
し

た
。

　

C
s-137

の
半
減
期
は
約

30
年
で
あ
り
、
関
東
・
東
北

に
お
い
て
は
今
後
広
範
囲
に

わ
た
る
継
続
的
な
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
放
射
能

測
定
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
国
際

社
会
に
向
け
て
の
情
報
発
信

が
期
待
さ
れ
る
。
都
市
部
に

降
下
・
沈
積
し
た
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
風
雨
に
よ
り
移
動

し
集
積
す
る
。
放
射
性
物
質

の
地
表
、
河
川
、
湖
沼
、
浅
海
に
お
け

る
移
動
、
堆
積
、
集
積
過
程
を
記
録
、

考
察
す
る
こ
と
は
、
地
質
学
、
地
球
化

学
、
堆
積
学
、
海
洋
化
学
、
火
山
学
、

粘
土
鉱
物
学
等
、
地
球
科
学
分
野
の
研

究
領
域
で
あ
る
。

　

人
工
放
射
性
物
質
と
い
う
人
間
活
動

の
痕
跡
は
、
自
然
界
で
ど
の
よ
う
な
振

る
舞
い
を
示
す
の
か
。
地
球
の
歴
史
の

中
で
は
一
瞬
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
環

境
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
挙
動
は
、
ミ
ク
ロ
の
世
界
か
ら
全
球

規
模
の
影
響
ま
で
、
誠
に
興
味
深
い
研

究
対
象
で
あ
る
。
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図４ HPGe 検出器と NaI（Tl）検出器のガンマ線スペクトル比較
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